






時間
講義
時間

教科目 内容 講師

12:30-12:40 受付

12:40-13:10 オリエンテーション

13:10-14:40 1.5
特別講話
-激甚化する水災害に平常時から
備えることの重要性-

・災害対応する自治体職員に向けて

東京大学　名誉教授
国立研究開発法人土木研究所
水災害・リスクマネジメント国際
センター長
　　　　　　　　小池 俊雄

14:50-15:50 1.0 治水行政をとりまく最近の動向

・近年の災害による被害
・事前防災対策の必要性
・気候変動の影響
・流域治水への転換

国土交通省 水管理・国土保全局
河川計画課 河川計画調整室
課長補佐
　　　　　　　　梯   滋郎

16:00-17:00 1.0 水防行政に関する最近の話題

・近年の水害の特徴
・水防法改正の変遷
・浸水想定区域とハザードマップ
・水害リスクの周知に関する最近の取組

国土交通省 水管理・国土保全局
河川環境課 水防企画室
水防企画官
　　　　　　　　白波瀬 卓哉

小計 3.5

9:00-10:00 1.0 流域治水の実践と法的枠組み
・流域治水関連法
・流域治水の広報、普及

国土交通省 水管理・国土保全局
治水課
課長補佐
　　　　　　　　富本 和也

10:10-11:40 1.5
地域を知り防災を考える
-最近の豪雨災害事例から学ぶこと-

・災害、防災、避難などについての基本
的な考え方
・地域の災害特性を知ることの重要性
・近年の災害事例と犠牲者の特徴

静岡大学 防災総合センター
教授
　　　　　　　　牛山 素行

12:50-15:50 3.0
水害発生時に市町村がとるべき災
害対応のポイント
-発生から復旧までの災害対応-

・主に「水害対応ヒヤリ・ハット事例集（地
方自治体編）」の事例から市町村が取る
べき災害対応のポイントを紹介（最新の
事例を含む）

東京大学大学院 情報学環
総合防災情報研究センター
教授
　　　　　　　　大原 美保

16:00-17:00 1.0
最近の気象現象及び防災気象情
報の活用について

・近年相次ぐ気象災害
・気象庁が発表する防災気象情報
・キキクル（危険度分布）の特徴と活用
・線状降水帯に関する情報

一般財団法人日本気象協会
事業本部
社会・防災事業部 兼 経営企画室
調査役
　　　　　　　　平松 信昭

小計 6.5

9:00-10:00 1.0
水害サミットの取り組み
-被災自治体の経験から学ぶ防災・減
災・復旧のためのノウハウ-

・災害発生時、発災中長期の対応
・平常時の対策
・流域治水～上流・中流・下流の水害対
策と相互理解～

水害サミット事務局
日田市　防災・危機管理課
課長
　　　　　　　　長谷部 忠

10:10-11:10 1.0
【事例紹介①】
武雄市の取り組み
－流域治水の取り組み－

・地域特性に応じた水害対策の取り組み
と、課題・問題点の解決方法の事例紹介

武雄市　企画部　治水対策課
課長
　　　　　　　　吉野 修一

11:20-12:20 1.0
【事例紹介②】
奈良県川西町の取り組み
－流域治水の取り組み－

・まちづくりから考える流域治水

川西町　まちづくり推進課
課長
　　　　　　　　喜多　勲

小計 3.0

合計 13.0

※教科目及び講師については変更することがあります。

令和５年度研修「事例から学ぶ水災害に備えた市町村の対応」　～ 流域治水の取り組み ～

時 間 割

1/17
(水)

1/18
(木)

1/19
(金)






